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本日の内容

１．はじめに

２．生涯教育制度の目的と経緯

３．生涯教育制度の概要

４．ホームページについて

５．会員ポータルサイトについて

６．何故、生涯教育が必要なのか



１．はじめに

・ 作業療法士は、常に最高水準の知識と技術・技能を保つことが

社会的に求められている．

・ そのため、学術的研鑽を積極的、継続的に行い、専門性をより

高める努力が極めて重要．

・ 日本作業療法士協会は、協会員の学術的研鑽を支援し、作業療法

の専門性を向上させるため、「生涯教育制度」を構築しました．

・ 協会員には、この制度を活用し、知識と技術・技能を向上させ、

よりよい作業療法を社会に提供することを期待します．



２．生涯教育制度の目的と経緯

2003：現行の生涯教育制度の創設．

2004：認定作業療法士制度の創設．

2008：現職者共通研修の内容変更（教育水準の担保から臨床実践に必要な基礎

能力向上を主眼とする）．

現職者選択研修の必修変更（複数領域への対応が可能な視点を養うため）．

2009：専門作業療法士制度の始動．

2013：認定と専門作業療法士制度の社会的承認とその資格認定の正当性を確保

するため改定．

現職者共通研修ではシラバスを整備．

現職者研修に生活行為向上マネジメントの導入．

臨床実習指導者研修制度：初級の導入．

2016：生活行為向上マネジメント(MTDLP)研修制度を生涯教育制度へ位置づけ．

2018：認定作業療法士新規取得要件の大幅な見直し．

2019：厚生労働省指定講習会である臨床実習指導者講習会を生涯教育制度に

盛り込んだ．



３．生涯教育制度の概要

・生涯教育基礎研修制度

⇒作業療法士の継続的な自己研鑽を支援する

・認定作業療法士取得研修

⇒作業療法の臨床実践、教育、研究および管理運営に関する

一定の能力を取得する

・専門作業療法士取得研修

⇒高度且つ専門的な作業療法実践能力を取得する

・生活行為向上マネジメント研修、臨床実習指導者講習会が制度

内に盛り込まれている



基
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研
修
終
了

(2020年4月1日以降入会者)

基
礎
研
修
終
了

事例報告

認定作業療法士共通研修
認定作業療法士選択研修

臨床実習指導者講習会臨床実習指導者講習会＊１

基礎ポイント
５０ポイント

基礎研修修了更新＊２

臨床実習指導者
講習会＊１

基礎ポイント
５０ポイント

基礎研修修了更新

基礎ポイント
５０ポイント

基礎研修修了更新

＊１ 免許取得後、実務経験４年以上で１回受講

＊２ 臨床実習指導者講習会の受講は基礎研修修了の初回更新時の必須条件



３．生涯教育制度の概要

Ⅰ．基礎研修制度

・基礎研修は現職者研修と自由選択（研修）から成る．

・現職者研修は現職者共通研修（10テーマ）と現職者選択研修の

２種がある．

・現職者選択研修はMTDLP基礎研修を必修として受講し、加えて

４領域（身体障害、精神障害、発達障害、老年期）から１領域

以上を受講する必要がある．

・これらの必修研修は入会より５年以内に修了することが望ましい．

・自由選択（研修）は、学会・研修会の参加や発表、臨床実習指導

などを基礎研修ポイントとする．

おおむね５年を目安で50ポイントを取得するよう自己研鑽する．



３．生涯教育制度の概要

Ⅰ．基礎研修制度

・基礎研修が修了したら、次のステージ(認定作業療法士取得研修)

にすすめる．基礎研修修了の申請をしてから５年間の有効期間が

設定される．その間に認定作業療法士を目指す権利が得られます．

※現職者研修を一度受講したら再受講する必要はありませんが、

基礎研修ポイントは有効期間が過ぎるとリセットされます．

これは認定作業療法士を目指す権利を失うことを意味します．

ただし基礎研修ポイントを再度50ポイント取得すれば、基礎

研修の更新申請することができ、新たに有効期間が発生します．

つまり常に基礎研修ポイントを取得する努力を続けることが

求められているということです．



認定作業療法士取得研修を受けるには・・

現職者共通研修受講
・１０テーマ「

現職者選択研修受講
・必須：MTDLP基礎研修
・選択：身障・精神・老年期・発達

生
涯
教
育
基
礎
研
修
修
了
証
発
行

自由選択（研修）
・５０ポイント「

・５年間の有効期限
（期限内に５０Pを
取得時にその都度
申請すれば有効期限
延長）

・認定作業療法士取得
研修の受講に必要

・認定作業療法士の
申請に必要

申
請
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５０ポイント

基礎研修修了更新

基礎ポイント
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＊１ 免許取得後、実務経験４年以上で１回受講

＊２ 臨床実習指導者講習会の受講は基礎研修修了の初回更新時の必須条件



３．生涯教育制度の概要

現職者共通研修１０テーマの履修が必要
（各テーマにつき９０分以上の講義）

１） 作業療法生涯教育概論

２） 作業療法における協業・後輩育成

３） 職業倫理

４） 保健・医療・福祉と地域支援

５） 実践のための作業療法研究

６） 作業療法の可能性

７） 日本と世界の作業療法の動向

８） 事例報告と事例研究

９） 事例検討

１０） 事例報告



３．生涯教育制度の概要

・医療福祉e-channelにて配信される現職者共通研修のVOD

視聴による学習も可能（医療福祉e-channelとの個人契約が

必要．契約者本人のみが履修可能）．

・他の都道府県主催の研修会の参加も可能．



３．生涯教育制度の概要

u 前期・後期の現職者研修会はホームページで案内します．

申し込みは案内に従い行ってください．

u 参加は日本作業療法士協会及び鳥取県作業療法士会の会員で

あることが必須条件です．

u 申込から入会手続き完了まで２ヶ月程度かかることがあります

ので未入会の方は早急に入会手続きをお取りください．

（入会が間に合わず参加できない場合があります）



３．生涯教育制度の概要

・１）～８）については、鳥取県作業療法士会では前期・後期に

分けて開催．

【 令和３年度現職者共通研修会 】

期日と会場 区分 テ ー マ

①前期

７月２５日（日）
会場:西部

ＹＭＣＡ米子？

Ⅰ
１）作業療法生涯教育概論

３）職業倫理

Ⅲ
４）保健・医療・福祉と地域支援

２）作業療法における協業・後輩育成

②後期

１０月１７日（日）
会場:東中部

鳥取医療センター？

Ⅱ
６）作業療法の可能性

８）事例報告と事例研究

Ⅳ
７）日本と世界の作業療法の動向

５）実践のための作業療法研究



３．生涯教育制度の概要

・９）事例検討について

以下のいずれかの履修方法がある

1)都道府県士会が開催する「現職者共通研修事例検討・

報告会」に参加する

2)協会・士会の主催する事例検討・報告会（90分以上）

に参加する

（例：各勉強会やMTDLPでの事例検討会）



３．生涯教育制度の概要

・１０）事例報告について

以下のいずれかの履修方法がある

1)都道府県士会が開催する「現職者共通研修事例検討・報告会」にて

筆頭発表する．

2)協会学術部事例報告登録制度に登録する．

3)協会主催の学会および審査のある都道府県士会の学会等で事例研究

として筆頭発表する．

4)都道府県士会、現職者共通研修事例報告に適した事例報告・報告会

を実施していると承認したSIGにて筆頭発表する．

5)生涯教育基礎研修修了者、認定作業療法士、専門作業療法士が

指導する施設団体等で行われる事例検討・報告会にて筆頭発表する．

6)MTDLP実践者研修における事例検討会で事例発表する．
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３．生涯教育制度の概要

u 現職者選択研修は以下のように開催が予定されています．

（領域対策部担当）

u 中国ブロックでは４領域を分担して開催が予定されています．

2021 2022 2023

鳥 取 老 年 期 精 神 身 体

島 根 精 神 老 年 期 身 体

岡 山 精 神 身 体 発 達

広 島 身 体 老 年 期 精 神

山 口 老 年 期 身 体 老 年 期
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＊２ 臨床実習指導者講習会の受講は基礎研修修了の初回更新時の必須条件



【基礎研修ポイント表】

①日本作業療法士会、各都道府県作業療法士会主催・共済の学会、研修会等

３．生涯教育制度の概要

内容 ポイント数 取得方法

学術誌「作業療法」投稿論文 １論文につき４ポイント システム自動登録

事例登録制度への登録 事例１登録につき４ポイント システム自動登録

臨床実習指導①
（２～５週間程度）

２ポイント 養成校システムより登録

臨床実習指導②
（６～８週間程度）

４ポイント 養成校システムより登録

士会裁量分 年間最大２ポイント
研修会管理システムにて

士会より登録

医療福祉eチャンネル
視聴・受講

１番組１課題につき
１ポイント

履歴を協会にて登録



【基礎研修ポイント表】

①日本作業療法士会、各都道府県作業療法士会主催・共済の学会、研修会等

３．生涯教育制度の概要

時間

学会研修会等の役割

90分以上～
１日

２日以上 取得方法

参加 ２ポイント ４ポイント 主催者がシステムにて登録

発表（学会のみ）
（加算）

１発表につき２ポイント 同上

講師（加算） ２ポイント ４ポイント 同上

事例検討会
ファシリテーター

２ポイント — 同上



【基礎研修ポイント表】

②日本作業療法士会、各都道府県作業療法士会主催・共済以外の学会、研修会等

＊ 生涯教育システムにて会員個人が申請．

３．生涯教育制度の概要

時間

学会研修会等の役割

90分以上～
１日

２日以上 取得方法

参加 １ポイント ２ポイント
証明する書類を準備し、
システムから個人で申請*

発表（学会のみ）
（加算）

１発表につき１ポイント 同上

講師（加算） １ポイント ２ポイント 同上



４．ホームページについて



４．ホームページについて



４．ホームページについて

日本作業療法士協会のホームページ資料をご覧下さい．

・ 「ホームページ」 → 「会員向け情報」 → 「生涯教育」

・ 生涯教育のページに

「生涯教育制度の概要（手帳の電子化）」「eラーニング講座」

「基礎研修」「認定作業療法士制度」「専門作業療法士制度」

「制度推進」「手続き等」「専門作業療法士審査」

「認定作業療法士審査」「試験」「臨床実習審査について」

等の資料が掲載されています．



５．会員ポータルサイトについて



５．会員ポータルサイトについて



５．会員ポータルサイトについて



５．会員ポータルサイトについて

ポイントがいくつついているのか分かる．



５．会員ポータルサイトについて

ポイント申請が個人で出来る．



５．会員ポータルサイトについて

ポイント申請が個人で出来る．



５．会員ポータルサイトについて

研修の申し込みが出来る．



５．会員ポータルサイトについて

事例報告登録が出来る．



５．会員ポータルサイトについて

事例報告登録が出来る．

令和３年１０月以降より、受付一時停止



５．会員ポータルサイトについて

会員情報や受講履歴、施設情報が管理されている．



５．会員ポータルサイトについて

・ 生涯教育に必要な情報がほぼ全て登録されている．

（日本作業療法協会主催の研修会の情報や、制度等についての

お知らせが掲載されており、最新の情報が得られる）

・ 自身の研修履歴が一目でわかるため、次に何を学ぶべきか

わかりやすい．

（可視化しやすいので、モチベーションが保ちやすい）

・ 様々な登録（研修会申込、事例登録、休会届等）が行える．



６．何故、生涯教育が必要なのか

・ 「烏合の衆」とならないようにする．

令和３年３月１日現在の有資格者数：99,788名

第56回(令和２年度)国家試験合格者：4,510名

・認定資格が将来診療報酬の算定要件になる（かも…）．

・繋がりが出来る．

・作業療法の職域を守るため．

・つまりは自分自身のためになる．


